
東
西
宗
教
交
流
学
会

第

五

回

学

術

大

会

記

録(

そ
の
一)

常
盤
義
伸

東
西
宗
教
交
流
学
会
日
本
支
部
会
の
第
五
回
大
会
が
一
九
八
六
年
七 

月
ニ
ー 

日
、
ニ
ニ
日
、
二
三
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
京
都
市
内
の
パ 

レ
ス
サ
ィ
ド

•

ホ
テ
ル
に
隣
接
す
る
聖
公
会
ビ
ル

一

階
会
議
室
で
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
日
は

「

原
始
仏
教
に
つ
い
て

」

、
第
一
一
日
は

「

大
 

乗
仏
教
に
つ
い
て

」

、
第
三
日
は

「

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教

」

の
テ
ー
マ
 

で
、
玉
城
康
四
郎
先
生
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
、
そ
の
あ
と
そ
れ
ぞ
れ
の 

講
演
に
関
連
し
て
、
通
算

一

一
十
四
名
の
参
加
者
の
間
で
討
論
が
行
わ
れ 

ま
し
た
。
な
お
討
論
は
左
記
の
司
会
者

(

ヵ
ッn

内

)

の
リ

I
ド
で
各 

1

名
づ
つ
予
め
定
め
ら
れ
た
質
問
者
に
ょ
る
質
問
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し 

た
。講

演

I

八
木
誠

一
(

常
盤

)

講
演

B

本

多

正

昭

(

西
村
恵
信

)

講
演

11
武
藤

一

雄

(

ヤ
ン

.
ヴ
ァ
ン

.ブ
ラ
フ
ト

)

こ
の
大
会
の
講
演
と
討
論
の
録
音
テ

ー

プ
か
ら
の
原
稿
整
理
の
責
任 

を
常
盤
が
引
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
基
礎
作
業
に
な
り

ま
す
録
音
テ

ー

プ
か
ら
原
稿
を
起
す
最
初
の
面
倒
な
仕
事
は
、
奈
良
市 

の
山
本
栄
子
様

(

八
木
誠
一
氏
の
御
令
姉

)

が
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

山
本
様
は
こ
の
厄
介
な
仕
事
を
今
ま
で
ず
っ
と
自
発
的
に
な
さ
っ
て
下 

さ
っ
て
き
て
い
る
と
私
は
漏
れ
承
わ
っ
て
い
ま
す
。
記
し
て
感
謝
の
意 

を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
三
回
の
講
演
と
討
論
で
従
来
ょ
り
一
回
分
多
く
な
っ
て
お
り
、
 

原
稿
も
当
然
枚
数
が
一
回
分
ふ
え
て
い
ま
す
の
で
、

一
度
の
特
別
号
に 

収
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
分
け
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
原
始
仏
教
、
大
乗
仏
教
と
迎
っ
て
き
て
最
後 

に
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
問
題
を
取
上
げ
て
論
じ
て
下
さ
っ
た
玉 

城
先
生
の
情
熱
に
溢
れ
た
お
話
を
伺
い
、
西
洋

•

東
洋
の
古
今
の
宗
教 

.
哲
学
思
想
に
広
く
し
か
も
深
い
関
心
を
も
っ
て
迫
り
、
そ
こ
に

(

人 

類
的

)
自
己
の
問
題
の
究
明
の
跡
を

迎

っ
て
行
こ
う
と
さ
れ
る

一
人
の 

ひ
た
む
き
な
求
道
の
大
先
輩
を
私
た
ち
が
見
、
そ
し
て
そ
の
方
に
私
た 

ち
が
参
じ
て
い
る
の
だ
と
い
う
思
い
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
稿



整
理
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
今
、
当
時
の
感
銘
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

来
年
夏
に
は
、
土
居
真
俊
先
生
に
参

じ
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
 

な
お
講
演

I
の
質
問
者
、
本
多
氏
の
お
声
が
録
音
効
果
が
ょ
く
な
く
、
 

止
む
を
え
ず
ご
発
言
内
容
は
、
そ
の
あ
と
の
玉
城
先
生
の
お
返
事
の
中 

に
ま
と
め
ら
れ
て
あ
る
も
の
で
失
礼
な
が
ら
代
用

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま 

す
。
ま
た
第
三
回
講
演
は
テ

ー
プ
を
裏
返
し
た
あ
と
暫
く
録
音
が
入
つ 

て
い
な
い
た
め
、
常
盤
の
メ
モ
か
ら
の
再
生
を
も
と
に
玉
城
先
生
に
簡 

単
に

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演

•
討
論
と
も
、
原
稿
整
理
者
、
常
盤
の
判
断
で
相
当
削
ら
れ
て 

い
ま
す
。
ご
発
言
者
へ
の
非
礼
を
お
詫
び
申
上
げ
ま
す
。

(

出
席
者

)

秋
月
龍
珉
、

モ
リ
ス

.
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
、
坂
東
性
純
、
 

ヤ
ン

.
ヴ
ァ
ン

.
ブ
ラ
フ
ト
、
土
居
真
俊
、
藤
本
浄
彦
、

ル
ー
ベ
ン

. 

ア
ビ
ト
、
ジ
ュ
ィ
ム
ス
.
ハ
ィ
ジ
ッ
ク
、
本
多
正
昭
、
笠
井
恵

一
一、

川 

村
永
子
、
河
波
昌
、
武
藤
一
雄
、
奈
良
康
明
、
西
村
恵
信
、
武
田
龍
精
、
 

玉
城
康
四
郎
、
田
中
裕
、
常
盤
義
伸
、
薮
本
忠

一

、
屋
宜
和
夫
、
八
木 

誠
一
、
八
木
洋

一
、

小
島
雅
代

(

ォ
ブ
ザ

ー

バ
ー

)

。

第
四
回
記
録

(
『

大
乗
禅

』

七
四
六
号
、

一
九
八
六
年
七
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号

)

誤 

字
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正
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永
子 

物
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p
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十
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(
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イ
工
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丄
イ
ェ
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•
キ

リ

ス

ト

(
p
.
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,
~

 
•
 
^
 
W

分
裂
し
て
い
も
の
も
丄
分
裂
し
て
い
る
も
の
も(

p
.
2
8
r
r
1
6

) 

神

や

る

一

> 
神

や

子(
p
.
4
2
a
,
r
2
)

空
無
辺
定
、
識
無
辺
定
、
無
所
有
処
定
、
非
想
非
非
想
処
定
丨

「

定」 

を

「

想」

に

(

？

s

r

~.
1
4
—
1
5
)

サ
ン
ギ
ャ
一
►サ
ン
ニ
ャ
ー
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H
d
,
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難
思
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以
上

古
仏
耕
山
加
藤
耕
山
老
師
随
聞
記

秋
月
龍
珉
.
柳
瀬
有
禅
共
著

¥

一
、
六

o
〇

〒
30
0

長
い
修
行
の
功
を
積
み
、

い
っ
た
ん
は
仏
に
な
り
、
す
っ
ぽ 

り
か
ん
と
赤
の
凡
夫
に
立
戻
ら
れ
た
稀
有
な
禅
僧
の
姿
に
、
 

宗
教
の
本
質
が

あ

る

一

禅
界
の
匡
星
。
耕
山
老
師
の
遍
歴 

と
徹
底
し
た
境
地
を
聴
き
書
き
と
随
聞
記
で
感
動
的
に
綴
る

言
行
録
。

〒
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3
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